
項項　　　目 備　　　考

電源 置型（架台OP）

給水圧

給水量

生成量 （200ppm生成時）

pH値

塩素濃度

サイズ 突起物含まず

薬液ポンプ 別置

薬液タンク 別置

異常表示 外部接点有

AAC100V

00 .2Mpa

55 .8～6.5

225L/min（1 ,500L/h）×2系統

550～200ppm以上

磁磁気定量ポンプ水量比例自動制御×2

225L・50L・120Lから選択

GGM-SA3000HW

550L/min以上（25A）

4450W×600D×850H

パパトライト付属天板取付

項項　　　目 GM-SA1500 GM-SA3000 備　　　考

電源 置型（架台OP）

給水圧

給水量 25L/min以上（20A） 50L/min以上（25A）

生成量 25L/min（1 ,500L/h） 50L/min（3 ,000L/h） （200ppm生成時）

pH値

塩素濃度

サイズ 350W×550D×550H 400W×600D×850H 突起物含まず

薬液ポンプ 別置

薬液タンク 別置

異常表示 外部接点有

磁磁気定量ポンプ水量比例自動制御

AAC100V

00 .2Mpa

55 .8～6.5

550～200ppm以上

225L・50L・120Lから選択

パパトライト付属天板取付

GM-SA360

10Lmin以上（15A）

10Lmin以上（15A）

330W×340D×470H
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（入力原水ph7.5 ,吐出ph6.2 設定の場合）

【注意】原水の状態により増減します。

Ｇｍａｘで殺菌すすぎ水を生成後、遊離残留塩素濃度とPHの経時変化について測定。
（PHが長い間変化しない即ち適正に混合されている証拠です、結果 炭酸使用量が少なく殺菌力が向上）

試験方法
①遊離残留塩素濃度測定方法
JIS K0101 28.3 ヨウ素滴定法に準じた方法により測定した。
②PH測定方法
機材　市販のPH測定器を測定毎に２点校正して使用した。　

経過日時 遊離残留塩素濃度 PH 経過日時 遊離残留塩素濃度 PH

測定開始 400 5.8 ６ヶ月経過 390 5.9

７日経過 400 5.8 ７ヶ月経過 389 6.0

１ヶ月経過 397 5.8 ８ヶ月経過 389 6.0

２ヶ月経過 395 5.8 ９ヶ月経過 386 6.0

３ヶ月経過 394 5.8 １０ヶ月経過 384 6.1

４ヶ月経過 393 5.9 １１ヶ月経過 380 6.1

５ヶ月経過 391 5.9 １２ヶ月経過 378 6.1

庫内温度１５℃設定の冷蔵庫に保存

オブション(機器給水口近くに取付）

オブション(機器給水口近くに取付）
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